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ここに言うイタリアは1861年に統一された近代国家と してのイタリアを言
うのではなく，むしろそれ以前の地域的イタリア，即ちローマ帝国滅亡後の
イタリア半島を意味する。この地域に覇権を確立したものは，最後の西ロ_
の一時的
us）が建
マ皇帝ロムルスーアウグスツルスを廃位したオドアケル（Odoaker）
国家，続いてこれを討滅した東ゴート族のテオドリック（Theodoricus）
設した東ゴート王国， 更に東ローマ皇帝ユスチニアヌスに征服されてローマ
領となった短期間（554～568）とその後を受けたロソパルド王国である。こ
の王国はフランクのシャルルマーニ１（後のカロロ大帝）によって征服ざれ紀
元800年に復活したロ －マ帝国となり， やがて神聖ローマ帝国と名を変えた
この帝国が1806年ナポレオンによって討滅されるやその支配下におかれＰ
Ｃ
が
た
その後サルジニアを主軸と して遂に現代のイタリア国家が成立するに至
った。いまここで述べようとするイタリアとは，自主的に建設された現代国
家のイタリアではなく， それ以前の他国の主権に服してし ､た地域的なイク リ
３０
ｱ半島についてである。イタリアに施行された法律は，主権力:かわるごとに
－マ法であ常にその中に一貫して流れていたものはロ変化したのであるが，
る。しかもそのロ_ーマ法が，主権が交替するごとに変貌し，決して純粋の古
とするのが本稿の目的である。典期ローマ法ではなかった事実を述べよう
Ｉテオドリック法典
西ローマ帝国滅亡後のイタリアは，
'よ国内の分裂が甚しくて，何等政治'１
十数世紀間にわたって他民族の侵憲或
何等政治的統一を見ることがなく，メッテルニヒ
イタリアとは単なる地理的表現に過ぎなかった。の名言にしたがえば， ロー
ゲノレマ帝国はゲルマン傭兵の隊長オドアケルによって476年に滅ぼされた。
マンの傭兵達は，彼を王として推戴しローマ帝国の皇帝として認めようとし
た。東ローマ帝国皇帝ゼノソ（Zenon）はその措置に困り，結局東ローマ帝
国の総督としての地位を与えることにした。 オドアケルはローマ帝国の伝統
律は従来のままであった。然し公正寛大な善政を施したので， 法
ソの怒りを豪り，東皇帝の使嫉に
を尊重し，
彼が東帝国の内政に干渉したため皇帝ゼノ
よって東ゴート族のテオドリック（Theodoricus,456～526）がこれを討滅した。
オドアケルは僅か17年間覇権を掌握しただけで493年に東ゴー ﾄ王国が建設
された。テオドリックもまた善政を施し，『テオドリック法典』(EdichjmThs
ododorici）を編纂した（510年頃)。この法典はゴート人とローマ人を融合させ
ようとしたものであり，帝国の地方長官が発した告示法を採用して155章
（１）
から成る害Ｉ合に簡潔な法典である。その内容は主として升l法及び刑事訴訟法
王は法典に規定の無い事項については， ローマ人にはローマ
刑事に関してはロ
であったので，
法を，ゴーレト人にはゴート慣習法を適用させた。かくて，
ーマ法を資料とする『テオドリック法典』が，民事に関してはローマ人相互
間は勿論，ローマ人とゴード人の間にもローマ法，殊にローマ法を資料とし
て作成された西ｺﾞｰﾄの『アラールク法典』(B…umA,…nunli1を適
用した。それ故，ゴート人固有の‘慣習法は少数のゴート人相互間に認められ
ただけで，イタリアは依然としてローマ法の領域であった。但しそのローマ
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法は東ゴート王国が認容したものであるから純粋の古典ローマ法ではなく，
「ゲルマン化されたローマ法」（1egesromanaebarbarorum)であり「卑俗ローマ
法」（rdmischesVulgaｴrecht）であった。然しその後間軌ﾐく東ローマ皇帝ユ
スチニアヌスの遠征軍によって征服され，東ゴート王国の存続は僅か六十年
余りであった。
(1)栗生武夫署『西洋立法史』，５４頁。船田亭二箸『ローマ法』第一巻435頁。なお
東ゴート人及びテオドリヅク王についてはMommsen,OstgothischeStudienに詳細
に述べられている。
(2)『アラーリック法典』は西ローマ帝国に侵入したあとスペインに移動して建国
した西ゴート王国のアラーリックニ世が506年頃編纂した法典である。この法典は
東ローマ帝国皇帝テオドシウスニ世が435～38に編纂した『テオドシウス法典｣(Cod-
exTheodosianus)，その他のローマ法を資料として作成した便利なローマ法の抜葦
書である。『テオドリック法典』と異なり，民事の規定を含んでいるため，テオドリ
ック王は敢えてその適用を容認したのである。
Ｉユスチニアヌス法典
ユスチニアヌス帝（maviusAniciusJustinianus,527～565）は批判される点も
あるが，ともかく偉大な皇帝であった。軍事や外交において大きな成果を挙
げ，東方はペルシャの侵憲を撃退して和平条約を締結し，西方はヴァンダル
族・西ゴート族・東ゴート族を討ってアフリカ・サルジニア・スペイン・イ
タリア等のローマ帝国全盛時代の故地を多く回服して，地中海を再びローマ
の内海「我等の海」（Marenostrum）として再現した。また内治の点において
も，宗教改革を断行して教義論争に最後の決定を与えて自ら教会の支配者た
ることを宣明した。帝は文化の興隆を計り，ピザソチン文化の全盛時代を実
現すると共に，それにふさわしく土木事業を起し，港湾の施設を拡充し或は
公共の大建築物を建立し，首都コンスタソチノーブルを壮麓にして名実とも
に世界の主都たらしめた。しかし帝の名声を永遠ならしめたものは偉大なロ
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まことにギポソがその名著『ロ 一マ帝国哀－マ法典を編纂したことである。
｢ユスチニアヌス帝の幾多の畑ローマ法学の理念⑪亡史」の第44章 の冒頭に
立法者としての名声は戦勝に関する空虚な名声は塵芥の中に消え失せたが，
彼の配慮によって，公正にして不滅の記念碑に銘記された。 彼の治世中に，
(Codexjustiniani）『学説法集成』ローマの法律体系は不滅の著作『勅令集」
（Digesta）及び『法学提要』（Institutiones）
般法理は，時には静かに，時には熱狂的’
として要約された。 ローマ人の一
シバの各国内法に浸透さ時には熱狂的に，ヨーロ
ヌスの法律は今日なお各国家から尊重ざれ遵守せられた。そしてユスチニア
（３）
されている」
ユスチニアヌス帝は即位すると間もなく法典の編纂にとりかかり，国務長
仏）
官のトリポニアヌス（Tribonianus＋546）を長とする十人の編纂委員を任命し
先ず歴代皇帝の勅令を編纂させた。 帝は彼等に『グレゴリウス法典」て､
『ヘルモゲニアヌス法典』， 『テオドシウス法典』 及びそれ以後の勅令を収録
するにあたって， ｢法の完壁を期すべき範囲に於て無用の前加文並びに特に
区別をなすに足るべき正当なる理由ある場合以外における重複若しくは矛盾
の法文及び不使用に帰したる法文を削除し， 前記の三法律書及び新勅令によ
りて簡潔明瞭なる法条を制定し， 同一事項に関する法条を一章に集め法文中
に加除を行い，また便宜上必要なる場合には用語を変更し，処とに散在せる
⑤勅法文を一括し以てその意義を明白ならしめ云々」と命令している。委員達
I土この主旨に従って鋭意努力し， 僅か一ヶ年余の短期間で4700の勅令を十二
『勅令集』を作成した。巻にまとめて 帝は非常に喜び，529年４月７日に「敏
活にしで慎重なる努力と中正を得たる熟慮とを以って朕の委任事項を総べて
（６）
完成した」と勅論を出している。そして今後勅令を引用する場合I土ただこの
『勅令集』 lこの糸擦るべきであり， 他の法典の使用を禁じ， 若しこれに「達
反する者には背信罪の制裁を科する」 と厳命して， この法典を永遠不磨の大
典たらしめようとした。
『勅令集』が完成するや，帝はト リポニアヌス等に更に大事業である }ユ
マ法学者の不朽の学説を全部編集することを勅令した。 この編纂方法もまた
一マ法の諸相（戸倉イタリアにおけるロ 広）３３
『勅令集」の主旨と等し〈 ｢古法書中に於て不適当なるか又は不用若しくは
不精練なる点を発見するときは， 不必要なる冗文を削除し又は不完全なる部
分を補充し，全体の内容を整理し体裁を完備せしむべきこと是れなり」と勅
（８）
諭している｡この難事業を遂行するために編纂委員の増員を願い，ベリツス
の法学校教授ドロティウス（Dorotheus）やコソ(現在レバノンのベイルート）
スタソチノープル法学校教授テオフィ (Theophilus）等を含む16名の委員ﾉレス
会を構成した。 彼等は三班に分れて， 第一班は市民法に関する学説を， 第二
班は万民法に関する学説を，第三班は勅許法学者の回答或は質疑録等に関す
（９）
る学説を取扱った。三つの班はトリポニアヌスを中,、として屡為合同の読合
せの会合を開いて重複矛盾をさけることに努め，僅か三ヶ年の短期間に50巻
⑪に及ぶ膳大な「学説法集成』（Digesta；Pandectae）を完成した。帝は非常に薑
余りにも應大な法典が法律学び， これを直ちに公布し実施しよう としたが，
とを憂慮して，先ず入門書と L言うべき『法学提要｣(Insti-徒を畏'府させるこ
四巻を同委員会に作成させた。 そしてi1Institutiones〃を533年11月2１tutiones）
日に公布し，IlDigesta1’
⑪⑫
30日より実施し汰二。
を約一月後の12月15日に公布して， 両者を共に12月
いわゆる『ローマ法全書』（Corpusiuriscivilis）以上ユスチニアヌス法典，
の編纂について簡単に述べたのであるが， その中心をなすI1CodeXjuStmiani"と
について特にユ帝の勅命を引用して帝の編纂方針を示し， 如何にlIDigeSta〃
古典時代の ローマ法が帝の意図するところに従って改正されているかを明ら
古典ローマ法は，かにした。 帝によって六世紀の東口 －マ帝国に於て実際に
行われていた法に合致するように改変され， ビザソチソ化されたと言うこ と
ができる。 更に極言するならば ｢権力の手によ って古典法学者の情操の真正
な権威ある写本を抹殺して，原本の本来の姿を損傷したので詐偽と偽造の罪
⑬
を負うべきである」とギポソは痛烈に攻撃している。ユ帝'よ西ローマ帝国の
跡地に建設された東ゴート王国を討滅して東ローマ帝国領としたので， この
地域に自身の編纂した法典を施行することにした。554年８月13日のI1Sanct-
u
iopmgmaticapropetitioneVigilii〃（ユ帝法をイタリアに施行する勅法）には次の加
3４
_マの尊敬すべき僧正ヴィギリウス<述べられている｡｢朕は古ロ (Vignius）
西部に住する民衆の利害に関して多少の規定を設くるの必要の出願を容れ，
を認めたり。：先づ股は東ゴート国王アタラリクス（Atalaricus）及びその母后
アマラシウソタ(Amarasiunta)とテオダーツス(Theodatus）王が元老院の要求に
従いてローマ人のために認めたる総べての規定の権威は侵すべからざるもの
⑪
として維持すべきことを命ず」として東ゴート王国時代のローマ法|ま保持･す
｢次に股及び朕の皇后にして敬虐なる記念を留むるることを宣明すると共に
ティオドーラーアウグースタが設けたる総べての規定に一も修正を加えずこ
れを保守すべきことを命ず。随って何人と錐も，事項及び理由の如何なると
03
を問わず，ｉ全及び朕の皇后の認めたる内容に違反することを許さず｣とある。
かくてイタリアにユ帝法即ちビザソチソ化されたローマ法が全面的に施行さ
れることになった。そして帝の編纂した法典をローマの法律学校に於て学生
Ｍ
１こ教授することを命令しﾌﾟt二・
然し当時のイタリアは，既にゲルマン蛮族の侵憲したあとであるから，西
ローマ帝国滅亡前の時代とは異なり， 文化的水準が低下していたので， 深遠
な法理を網羅した歴大なユ帝法典はローマの法律学校に於ては十分に受け容
れられなかった。そのうえ僅か19年間で東ローマ帝国の支配権はロソバルド
族の侵略によって失われたので， リアには余り大きな影
rilis"がイタリアの各地
そのたしかな事例の一
ユ帝法典は当時イタリアには会
てL11Corpusiurisciv lis"がイク響を与えなかった。然しそれにし も
に施行され保存されることになったのは事実である。
として，『フローレソスの古写本』（F1orentinemanuscriqt）と呼ばれるユスチ
⑱
ニアヌスのnDigesta〃に関する最も古くして最も権威ある写本が伝わってい
ることを挙げることができる、
ユスチニアヌス帝の段後わずかに三年にしてイタリアは再び甚だ残忍な未
開のゲルマン部族の侵題を豪った。 即ち東部ヨーロッパの地域から興ったロ
ルポイソ王（A1boin,561～572）統率のもソパルド族の侵略である。彼等はアル
とにアルプスを越えて北イタリアに侵入し， パヴィアを首都としてロンパル
ﾄﾞ王国を建設し， 更に半島の中部及び南部の要所を占領した。 永遠の都戸一
イタリアにおけるローマ法の諸相（戸倉広）３５
マが彼等に略取されたので， ローマ法律学校は東帝国派遣の総督が駐在する
ラヴェソナの地に移管された。 以後ローマ法学校はラヴ ニソナ法学校として
存続するのであるから伝統を守って の教育をなした。
して大きな成果を挙
った。ロソバルド族
l1Corpusiuriscivilis〃
従ってヨーロッパに於けるローマ法教育の唯一の機関と
げなければならない筈であったが， 事実は全く反対であった。
の跳梁蹴雇に伴う国際的政情不安によって研究は頗る不振であった。せいぜ
ソナ地区在住のピザソチソ人に簡単なローマ法の知識を授ける程度いうヴェ
に過ぎなかった。そのためilCorpusiuriscivilis〃の中の、iInstitutiones〃を主と
して取扱い， 他はユ帝が法典編纂を完了してから逝去する主 で（534～565）
に発布した勅令（一般に『追加法』i1Novellae''と呼ぶ） を教材として，しかもこ
うな素雑な法学教育をな
'であった。更にイタリア
ら簡単な抜翠書を作成して使用するよれらの教材か
最も重要なl1Digesta〃を不問に付するよ うな状態であった。し，
仁於けるピザソチソの勢力は， ノルマン人の来題によって急速に衰え， やが
それでもラヴェて滅亡するのであるが，
していたのでIiCorpusiuriscivilis〃
鋤
〕直した。
ソナ法学校は第十二世紀頃まで存続
の原典が温存されるという予想外の功績を
(3)Gibbon,DeclineandFalloftheRomanEmpire,ch44;戸倉訳『ローマ法学の理
念』１１頁。
(4)トリポニアヌス（国務長官)，コソスタソチヌス（大蔵大臣兼審査長官)，ティ
ルス（枢密顧問官にしてコソスタンチノ －プル法学校教授)，ヂオスコルスオフイ
(最高裁所属弁護士)，プライセンチールス（最高裁所属弁護士)，レオソチウス
(前都督)，フォカス（将軍)，パンリーデス（前東部都督)，トーマス（宮内大
臣），ヨハンネス（前宮内大臣)，ConstitutioHaecquaeneccessario（春木一郎訳
勅令集編纂の必要について，『ユーステイーニアーヌス帝学説彙纂プロータ』７頁)。
(5)QHaecquaeneccessario,春木訳，前掲書８頁。この勅令によって明白な如く，
委員達によって編纂された『勅令集』はユ帝時代の性格を多分に持つことになっ
QHaecquaeneccessano.
この点からユ帝の法典は古典ローマ法を変改したと非難する学者もある。た。 たと
『ローマ法学の理念」５３頁。えばギポンの［
(6)Constitutio
l3頁。
Summareipublicae(勅令集編纂の確認について)春木訳， 前掲書，
３６
(7)ＱＳｕｍｍａｒ．ｐ・春木，前掲書，同頁， 529年の勅令集を永遠不磨の大典たら
しめようとしたことは明瞭であるが，この事実を破棄したものは皮肉にも帝自身で
あり，534年に改訂して529年の勅令集を廃棄した。従って現在に伝わっているもの
'よ534年の『改訂勅令集』（Code､(justinianirepetitiaepraelectio､is）である。
(8)ConstitutioDeoauctore（学説法集成の編纂について）春木訳，前掲書， 16,18
が古典法学者の原著から忠実に引用したものではなこの点からもl1Digesta〃頁。
く， rantaに「朕が実益に適応せ
(春木，前掲書41頁）とある
当時の法学思潮が加味されたことは， ConstitutioTantaに
しめんがため頗る重大な多数の変更を原文に加えた」
ことでも明らかである。
(9)この方法は19世紀のドイツのローマ法学者ブルー〆が解明したので一般に「ブ
ルー〆の学説」（B1umescheMassentheorie)として承認されている。第一班はサビヌ
uscivile関係の論文を,第二班は法務官の告示法を中心と<著作したｉス学派等が多
するiusgentigentium関係の論文を， 第三班はパピニアヌスを中心とする回答(1℃sponsa）
(Quaestiones）に関する学説を取扱った。や質疑録
⑩この編纂物は，古典期法学者達の著作2000巻を四十分の一の50巻に， 行数にし
Tanta,春て300万行余りを二十分の一の15万行に縮少したしのである（Constitutio
木訳，前掲書35頁)。
(１１ConstitutioDeoauctorC,春木，前掲書21頁。またConstitutioTantaに「朕はこ
の法典に規定せるものは総べてこれを比類なき唯一のものと して遵法せんことを欲
とあることからして如何に帝が満足していたか が何わす」（春木，前掲書，４７頁）
れる゜
⑫Ｃ・Tanta、春木訳，前掲書50-51頁。
⑬Gibbon，TheHistoryoftheDeclineandFalloftheRomanEmpirevo1.
1V.、552．戸倉訳『ローマ法学の理念』５４頁。
⑭春木一郎訳『ユーステイーニアーヌス帝学説彙纂プロータ」５６頁。
⑮同上。
⑯同上.
｢朕はこれらの三欽定法律書をローマと。⑰ConstitutioOmnemreipublicae7．
ソスタンチノープル及び尽美のペールリッス市（この市を法の乳母と称するは当れ
り)，（筆者註，現在のレバノンのベィールート）に於て従前の皇帝が規定したる
学生のために講義すべきことを命ず」 (春木，前掲書，３０頁)。が如く，
この写本はもとアマルフィの古都に保存されていたが神聖ローマ皇帝ロタール⑬
これを同盟都市のピサに贈三世が1136年にこの都を占領し，戦利品として獲得し，
その後1406年フローレンスがピサを征服した時にユスチニアヌ ス帝自身与した。
イタリアにおけるローマ法の諸相（戸倉 広）３７
が使用したと伝えられるこの写本をフローレンスの町に移管した (戸倉箸『ローマ
法の世界史的使命』６４頁)。 この写本は実にDigestaに関する最も古きもので』 Dig-
estaの原本として取扱われている。Ortolan，HistoryofRoman ｴaｗ（ｔｍｎｓＬｂｙＨと
ichardandNasmith)．§6.619-625.⑲
⑩ Sohm，InstitutesofRomanLaw（tmnsl、byPrichardandNasmith).ｐ134.
Fitting・DieAnfiingederRechtsschulezuBologna．§３８『ローマ法全書』が
イタリアに保存されていた幾多の歴史的事実についてはSavigny， Geschichtedes
r6mischenRechtsimMittelalter・Ｂｄｌ,ss,８６，１０５，１３４etc.なおこの『ローマ法全
書』 が温存されていたためにポローニアの註釈学派が興り， ローマ法が復興すると
いう歴史的運命が存在したことは興味ある事実である。
、ロソバルド諸王の法
ロソパルド族（Lombams）が北イタリアを中心として王国を建設したの
上述した如くユスチニアヌス帝が逝去して間もない 568年のことであっ９
ｏ
は
た
彼等はもとドイツのエルベ河流域から東ロ _マ帝国の北辺に移動して，
して，彼等より先に侵入した東帝国の支配権を排除して，更にイタリアに侵入し，
同じゲルマン民族に属する東ゴー
ロソパルド部族の人口は甚だ少な
既にある程度ローマ化した東ゴー
卜族を征服して王国を建設したのである。
<，しかも古来からの多数のローマ人及び
図
ﾄ人を支配しなければならなかった。そCＤ
征服者として強硬手段をとらざるを得なかった。ためロンバルド人は， 被征
被征服民から土地所有権を剥奪し， 被服民に対する彼等の弾圧は甚だし<，
征服民の大半はロンパルド領主の農奴として取扱われた。被征服民は居住移
転の自由は制限され，労務調達の義務を負担せねばならなかった。被征服民
幽
としての彼等の地位は，喘ぐような重圧lこ苦しまねばならなかった。かかる
ﾝバルド人の頑固にして執勤な自尊心がつちかわれた。状況のもとにロ
このような情勢にあったロソバルド政府は，同族民が被征服民を過酷に抑
圧するのを取締ることに力を入れた。即ち法律の力によって部族民の放縦を
ロソバルドの法制が他のゲ被征服民との無用な摩擦を避けるため，取締り，
ｿ諸部族の法制に比較して篭かに整備されたわけである。 それ故，被征ﾉレマ
3８
掴
服民にとっては，ロソバノレド王権の強化を歓迎していたと言われる。ロソバ
側
ノレドに於ける重要な立法は，643年の『ロタール王告示法』（EdictumRothari）
である。この法典は，ロソバルド王国における最初の成文法典で，全条388
を数え大体三部門に分れている。第一部門は刑法規定で第１条から第152
条，第二部門は身分法規定で第153条から227条，第三部門は財産関係の規
倒
定及び雑則で第228条以下である。この法典の規定l土，大体においてロソバ
ルド族固有の慣習を成文化したものであるが，幾分ローマ法の感化が見られ
る。たとえば，法典の前文にユスチニアヌス帝が535年に発した追加勅令第
七の法文の一部をそのまま掲載したり，第２条に王は法律上の責任は負わな
い規定をl1Digesta〃１，３，３１．のPrincepuslegibussOlutusest（皇帝は法の上にあ
る）に倣って規定している。また78条以下に，不法に他人の身体を侵害した
場合の責任について，llDigesta〃Ⅸ，3.7.に倣って，医師の治療費をも合せ
て支払うべきことを規定し，或は第138条に，不法に他人の財物を侵害した
場合は，i1Digesta〃Ⅸ､2.11.に倣って，加害者は被害物の最高価格を支払
わねばならないとしている。このように，不法行為に関する規定の中に，特
にローマ法に擦ったことを明瞭に示すものもあるが，一般の私法関係につい
ては殆ど条文を設けていない。ロソバルド政府は，被征服民の間に行われて
いたローマ私法については何等干渉するところがなかった。したがって，西
ローマ帝国滅亡後に次第に卑俗化したローマ法が一般に行われていた。然し
公法部門，特に刑法はロソバルド王国の特殊な政治的関係から旧来のものを
一掃し根絶した雲
ロンバル王国の基礎が固まり，次第に発展すると共にキリスト教の影響も
浸透して，社会生活は大きな変遷を見るに至った。『ロタール王告示法』の
改正が必要となったが，その改正は，mEdictumRotharillの法文には敢えて
触れずに，主として追加法を発布するという方法をとった。たとえば668年
のGrimoald王の追加法令，或はリュートブランド王（Liutpmnd,712-44）の新
立法，その他746年のRachi王の法令，またはAstO1f王の法令等を挙げること
イタリアにおけるローマ法の諸相（戸倉広）３９
ができる。これらのなか，
た153の法令である。当時‘
が絶対的に多数であったし，
依然として遺されていた。．
最も重要なものはLiutprand王の在位中に発布し
時のロ ソバルド王国にあっては，旧来のローマ人等
また卑俗化されたローマ法に基づく私法生活が
それ故， 第六， 七世紀を通じてロソバルド王国内
ローマ法の系列が保存されていた。 そして遂に第八世紀に入り，Liut-には，
ローマ人公証人の面前において作成された証書prand王の法令第90によって，
は，ロソバルドの捺印証書力がロ ソパルド法に従って作成されなければならな
いのと同様に，ローマ法の諸規定に従って作成されなければならないことが
勧
宣明された。まﾌﾟﾋﾆ王の法令第七，第十九，第九十一，第百二等で相続，夫婦
財産，成年制度，子供の地位に関して，ローマ人の伝統を尊重し，椀を尊重し，それらの
ローマ法を適用すべき事項に関してローマ人の間に事件が生じた場合には，
ことをロソバルドの中央裁判所に命令した。謂わぱ従来黙認されていたロ_
王の命令によって公認されたわけである。マ法は， しかしこの王国では，ロ
－マ法を適用すべき特別の裁判所を設置しなかったし， ローマ法を専攻した
裁判官を任命するよ うな特別の措置を講じなかった。 それ故，ローマ法を適
官は，ローマ法に通暁用すべき訴訟が提起された場合は， ロソバルドの裁判官は，
したローマ人公証人の中から陪席判事を選定してその助力を得たものと思わ
偶
ｵしる。
ロソバルド王国はフランク王国のシャルルマーニ１（ローマ帝国を復興した
カロロ大帝）に征服されて774年に滅亡した。 然 しフランク王国のイタリア統
治は頗る寛大で， ロンパルド時代の法律は廃止しないで， これを基纏として
必要な補充をなすにとどめた。 カロロ大帝の後継者達がロソバルド法を補正
リア勅法（Capitulmeltalicum）と称するが，そするために発布した勅令をイク
の主なるものは大帝を初めとしてLudwigl， LotharLLudwigI，或は神聖ロ
_マ帝国皇帝Ｏｔｔｏｌ，OttoLOttom，及びHeinrichⅡ等の勅令であり，
鋤
らを総称してフラソコーロソ/ﾐルド（FranＣひLombard）法と言う。フヲ
れ
．
こ
ソ
ゲルマソの世界に於てローマ法が次第に尊重されてきた＝ロソバルド法は，
同時にその内容が次第に質的低下をきたしていることを示すものであるが，
４０
ことを証明するものである。 これと同じ傾向を示すものに， 第十世紀の初とか
頃に南イタリアで作成されたと思われる法書にI1Lexlegum"があり また同
世紀の末頃に同じくイタリアで編纂されたと思われるものにI1Questionesac
Monita〃があるが，共に純粋なローマ法の記述ではなく，ローマ法とゲルマ
ン法の混合物である。l1Lexlegum"はローマ法とロソバルド法の法源のほか
東ゴートのl1EdictumTheodorici〃或は西ゴートのⅢBreviariumAlaricianum〃か
ら技華している。l1QuestionesacMonitallもローマ法とロソバルド法の外にザ
リアーフラソク族の固有法の法典『サリカ法典』（LexSalica）などから抜華
して，純粋な古典ローマ法でもなげれば，純粋なゲルマン法でもなく二元素
㈱
の奇'1至な混合物である。かくの如くロソバルド王国のLiutprand王の時代から
し，当時彼等の知的水
古典ローマ法の精繊端
第十世紀にかけてローマ法は次第に重要視されながらも，
準が低下していたのでローマ法の質的低下をきたし，
正な学問的価値は消え失せて， 粗悪極まる卑俗ローマ法(r6mischeSVUlgarrecht）
が横行していた。
レリロンパルド人が少数であったため，結局イタリア全土を完全に統治することが
できなかった。ピザンチ帝国の勢力がラヴェンナをはじめ各地に存続した理由はこ
こにある。
⑫栗生武夫箸『法の変動』231～232頁。
⑬Halban，Dasr6mischeRechtindengermanischenVolksstaaten、Ｌｓ,８．
栗生武夫箸，前掲書，232頁註２．
②l1EdictumRothari〃については塙浩訳「ロタリ王法典邦訳」 (神戸法学雑誌，
第７，８）を参照。
⑬栗生武夫署，「西洋立法史186-87頁。栗生武夫箸『法の変動」250-251頁。
⑬栗生署，『法の変動』233頁註２には「ローマ刑法はロンパルド期に入るととも
に永遠的に死んでしまった。十二世紀においてローマ民法の復活はあったが，ロ－
とある。マ刑法の再生は見られなかった」
RomanLawinMediaevalEurope,ｐ､３２；戸倉広訳『中世ヨーロ
34頁。
⑰VinOgradoff，
シバのローマ法』
⑬Vinogradoffb
r6mischenRecht
Geschichtedes
idLs､６９;
id.ｐ、31-32.戸倉訳,前掲書.33-34頁｡Savigny』
imMittelalter、BdLss､86,105,134;Halban,Rechts
イタリアにおけるローマ法の諸相（戸倉広）４１
栗生，前掲書，235-236頁。
Franco-Lombard法を編纂したものに⑬ 『パヴイア法書』（LiberPapiensis）があ
る。この法書はHeinrichⅡ（1002-24） の時代にパヴィアの法律学校の学者がロ
ソパルド王国の諸王の法令およびフランク系の諸皇帝及び神聖ローマの諸皇帝の
イタリア勅令を年代順に編集したものである。
⑩栗生，『法の変動』２４十244頁。
Ⅳローマ法学の覚醒
ローマ法の粗悪性は第十世紀にその極に達したが，イタリアに於ける 次の
第十一世紀は歴史的に重要な事項が相次世紀に入ると立ち直ることになる。
グレゴリウス七世によって決定的な権力集先ずローマ法王権は，いで起る。
中主義を達成し，
これに対抗して，
その絶対性と ローマ教会の統制ある組織力とを確立した。
神聖ローマ帝国皇帝ハイソリッヒ四世の抗争と， これを契
封建制の発達を基盤とする強力な諸侯の出現が見られた。機として， 一方ノ
ルマン族の活曜が目覚ましく，南イタリアにはノルマソ諸国家が建設された。
文化的にはアンセルムス（Ansdmus）に始まるスコラ哲学が隆盛を極めるよ
うになると共に，経済的には人口の増加により農業や交通が発達し，貨幣経
このような情勢のもとに，済の著しい進展と都市の勃興とをきたした。 胃労のもとに，ロソ
活気が充満してき
'しF地方に対する立
ﾄﾞ地方は特に経済的にも文化的にも著しく発達し，バル
神聖ローマ皇帝は専ら軍事的支配に専念し， ソバルド地方に対する文
それ故，この欠陥を補う
たｏ '二
行政面だけで私法の領域には及ばなかった。法は，
自ら主役を演ずるようになったのが法律学者達の研究であり彼等のために，
単に一地方だけに限られるもの意見であった。このような法学上の覚醒は，
ではなかったが，特にロンバルド地方に著しいものがあった。法学上の覚醒
の中心地として，ヴィノグラドッフは，(1)南フランスのプロヴァンス，(2)パ
ヴィァを中心とするロンバルドの諸都市，(3)東ローマ帝国総督の置かれたラ
伽
ヴェンナ，及び(4)ポローニアを挙げている。(1)南仏のプロヴァンスカ:法学覚
醒の一中心地であったことは，シャルトルのイヴォ（Ivo）がl1Decretum〃と
1鰯
の貴重な二著作を出していることによっても証明される。 これU1Panormita〃
らの著作は， ユスチニアヌス法典の詳細な点まで熟知していたことを示すと
これを実用に供せんとしたことが明らかである。 然しこの領域は，イ共に，
ダリア外の地域であるから以上の簡単な記述に留めておく。 (2)ロソバルドの
東部のヴェロナ（Verona）やモデナの小都市ノナント諸都市の中には，
(Nonantula）等も
ウフ
onantula）等も挙げられるが，
なければならない。パヴィア。
何と言っても伝統の古いパヴ アを注目し
段頑し，殆
イ
専ら固有法の研究に 頭
ソバルド法を取扱う程度であつ
(LiberPapiensis）を編纂して同校
ぼ の法学校では，
どローマ法を顧承ず，せいぜいフランコーロ
彼等はこれをまとめて『パヴィア法書』たｏ
後になって１日学派と呼ばれるようになった。の教本としていたので， その後
僅か半世紀もたたない第十一世紀の後半に， グアルカウスス(GualcaususWa-
『パ(Lanfranc）等の力によって新風が吹き込まれ，lcausus）やランフランク
ヴィア法書註釈」（Expc を編纂して新学派を起した。(ExpositioadLiberPapiensem）
｢現行法の中に解答を見出し得ない問題については万人の普通法であ彼等は
るローマ法によって解決すべきである」 と意思決定をした。この風潮こそ，
ロソバルド法の不完全性を端的に表明したものであり，同時に新しい法学の
⑫
樹立に目覚めたものである。この風潮力:新興のポローニア法学校を刺激し，
この学校がひたすらローマ法と取組んで目覚ましい発展を遂げるこ とになるｏ
して，そこれに反して，パヴィア法学校はロソバルド固有法の研究に固執して，
れから完全に脱皮することができなかったので， おのずから時代にとり残さ
れることになったのである。 (3庫帝国総督駐在地のラヴニソナにあっては，
ユスチニアヌスのI1DigeSta〃には殆ど手を触れないで，容易なI1Institutiones〃
と'INoveUae〃とから簡易な抜華書を作成して，ビザンチン化したローマ法を
辛じて教授するという「ビザンチソ式教育」が行われていた。然るに第十一
世紀後半になると， 燈火がまさに消えんとする寸前に俄かに燃えさかるが如
法学覚醒の光を輝かせ始めた。法王グレゴ リウス七世と皇帝ハインリッ<，
上四世との抗争の間に立って， ラヴェンナ法学校は目覚ましい役割を演じた。
この学校は皇帝側に味方して， 皇帝が擁立した偽法王を支持し，ローマ法文
イタリアにおけるローマ法の諸相（戸倉広）４３
献から引用した理論を以って法王グレゴリ ウスに対抗した。ラヴェンナ法学
校に法学の覚醒が興り生気が充ち満ちてきた時に， ノルマンの侵題によって
南イタリアのピザンチン勢力が一掃され，やがてラヴェ
園それにともなってこの学校の運命も梢i威した。
ソナの勢力も壊滅し，
さてブイノグラドッフが法学覚醒の中心地として挙げた四つの中，残る(4)
“ポローニアは最も注目しなければならない。有名なポローニア大学の興隆Iこ
鯛ついては，政界に名を馳せたマティルダ夫人の援助を見逃すわけに'まいかな
い。彼女は法王グレゴリ ウス七世の熱烈な支持者として， 法王側に立って行
動するローマ法研究所の一大中心地を樹立して， 皇帝側に立つラヴェンナ法
ニア，ロンバルド，トスカ学校を抑圧することを意図した。そのためロマーニア，
－ナを結ぶ要衝の地にあるポローニアの教会附属の学校を選んだ。当時この
㈱学校にI1Corpusiuriscivilis〃に通暁した有名な法学博士Pepoがおった。然し
ポローニア法学校の興隆に， 学問的活動によって後世に大きな影響力を与え
た者は言うまでもなくイルネリウス（Irnerius，ｃ､1050-c､1130）である。
勧初め修辞学の教師であったが，やがて法学を専門とするようになった。
彼は
彼は
マティルダ夫人の勧奨によってローマに赴き， しばらく其処でローマ法を研
但当した。彼の輝かしい活動究した後ポローニアに帰ってローマ法の講座を担当した。
G1ossatoren(謹釈学派丁として偉大な発展をによって，註釈学の学風が起り，
遂げ，教会附属の学校はポローニア大学としてローマ法研究に関する世界最
働
高の大学と7t反った。
⑪Vinogradoff･RomanLawinMediaevalEurope.ｐ､43;戸倉訳．前掲書，５２頁。
⑫栗生，『法の変動』，78-79頁。『パヴイア法書註釈」の内容についてはvino段
radoff,idpP､48-53；戸倉訳，前掲書，60-67頁。
後期註釈学派に属する第十三世紀のオドフ ﾚヅス（Odefredus）の註釈書によ⑬
ラヴェンナの法律学校はポローニア大学の興隆によって壊滅したことになっると，
ている。
②ポローニア大学の創立については不明であるが，443年にローマ皇帝Theodosi-
uSⅡによって勅許されたと)いう伝説がある。恐らく初めは教会所属の修辞学校であ
ｐ“
り
それが1070年頃Pepoが法律学の講座簡単な法学も教えていたものと思われる。
を創設し， Irneriusが1088年頃から講義を始めた。 彼がマティルダ夫人やハイソリ
ツヒ五世に講義したのは1111-1115年の間とされている。 1158年にFrederickBar-
bの年を以て同大学の創barossa帝によって勅許された後は歴史的に明確であり， こ
立の年としている。
②マティルダ夫人
したがって今年は同大学創立821年ということになる。
マテイ 夫人（Mathilde,1046-1115）はトスカーナ辺境伯の娘で，ロート
リソゲソ大公と結婚したが， 離別してバイエルン大公と再婚し， またこれとも離婚
ドイツ皇帝との抗争には法王を支持し、 広大な領地を教会に寄進したした。洪羊Ｌ
(岩波，西群（ 洋人名辞典による)。
⑱Vinogradoff，ｉｄ.ｐ５５.戸倉訳，前掲書.70頁。尚おSavigny，Geschichtedes
r6migMThenRecht員 imMittelalterBdlV.§７にPepoの業績が紹介されている。■
Savigny，ｉｄｌＶ.§7.イルネリウスはマテイルダ夫人から援助を受け』⑰ 教会側に
ソリッヒ立って活躍すべきであったが，学者としての立場から，晩年は皇帝ハイソ
五世の下に判事となり，また帝の政治にも参画して活躍した。
⑬Vmogradoff,ｉｄｐｐ､55-56.戸倉訳,前掲書.70-71頁｡ポローニア大学は非常
に有名となり，ヨーロッパ各地から留学する者が甚だ多く，1200年頃は一万の留学
生を数え，国際的法律学校の観を呈した（原田慶吉署『ローマ法』３９頁及び岩波，
『法律学辞典」
は教会法を学び，
第四巻2818頁)。 各国からの留学生はポローニア大学でローマ法或
帰国して官吏となり或は僧職として活躍した。 謂わぱポローニア
(栗生「法の変動』大学はこれらの新指導者を養成するための大量生産所であった
96頁)。
Ｖ註釈学派(G1ossatoren）
イルネリウスの始めた学風が， 何故に註釈学派として特に尊重され， 威そ
権
，
をもつようになったかを述べる必要がある。 パヴィア法学校の学者達も，
の研究に当って註釈（glossa）を施したことは上述した通りであるが， イルネ
リウスはこれに大きな変革を加えた。 一体，註釈の方法としては，難解な語
句を説明する「語註」（w6rtlicheG1ossa）
「説明註」（paraphrasierendeG1ossa）とが
とその内容を簡単な説明文に改める
と ある。パヴィアを初めとして一般に
イタリアにおけるローマ法の諸相（戸倉広）４５
行われていた「説明註」をNOtabiliaと言うが，ポローニアで行われた「説明
註」 I土単なる要旨の記録ではなく， 法文をこまかく分解して再検討し， 》鋤
を再び綜合してその要旨を作成するもので， これをbrocardicaと言った。
brocardicaは「説明註」と言うよりは，
法理の説明註釈であって，イルネリウ
むしろ法学理論の深い解釈であり，
ウスが創始した学究方法である。
このような学究方法が創案されたのは何故か， その社会的背景を一応考慮
する必要がある。その根底となったものは，
（Scholasticism）の浸透によるものである。】
当時の政治的背景とスコラ哲学
政治的情勢については，既に述べ
法王権の絶対性或は皇帝または大諸侯の権力拡張に伴う専制政治的要た如く
ローマ帝政時代後期において皇帝の神格化，素の拾頭は， それに伴い勅令を
したがってこの時絶対的に権威あるものと認めた風潮に似たものがあった。
代は，教会側にあっても， 俗界にあっても共に中央集権確立の傾向があっ
法王や皇帝や諸侯の下に専制政治の遂行を助長する気運があった。て， この
(A、ような時代に興隆したのがスコラ哲学である。この哲学はアンセルムス
聖書や教会の伝承を絶対的権によって体系づけられた神学であり，selmus）
できるだけ聖書や伝承を精密に深遠に意義づけて， これを正当化威として，
スコラ哲学の方法論は，聖書の中にある不合理と思することを本旨とした。
われる部分を除去するために， 先ず識別（distinctiones）の作業をなした。 識
各教義には各を固有の使命があるから！ その使命相互間の区別を明別とは，
各教義の矛盾や重複を除去することである。 しかも尚おその目らかにして，
的が十分に達しられないときは， 縮小解釈によって使命相互間の抵触を避け
教義をもしまた聖書に不足の部分があると思われるときは，るようにする。
三段論法的に分析して無数の教則を派生させ， 次にこれを総合的に組立てて
かく無数の教則を設定するこ(brocardica）を作成して目的を達する。 と以要旨
如何なる問題をも何れかの教則の適用を受け得るようにして，によって，
しかもなお不十分な場合は，>なお不十分な場合は，教義の拡
(so1utiones）し得るように計った。
て聖書の完壁性彰ウ証するにあった。
張解釈によって如何なる難問をも必ず解決
更に聖書の完全無欠性を証明するため好んで難解な例題（caSus） を設けて，
4６
聖書の中から何等かの方法を講じて教義教則を設定し，
㈹
る難問も解決し得ることを誇った。
これによって如何な
このスコラ哲学の学問的方法論を， そのままユスチニアヌス法典の研究に
適用したのがイルネリウスに始まる註釈学派である。彼等は’１Corpusiuris
civilis〃を絶対的権威として，その完全無欠性と正当性を確信した。即ちI1Co-
rpusiuriscivilis〃に収録されている無数の法条は，相互に関連して一筒の完
全な法体系を構成している。各法条は独立しているが，完全な法体系の一節
註釈に当っては各法条と全体と調和するとして機能しているのであるから，
法典の中に見られる矛盾や欠陥を除去する手段うにしなければならない。よと
スコラ哲学の識別や縮小解釈の方法をとり，)，更に法典の欠陥補充の方
った。そしてmCorpnsiuris
して
法として三段論法的分析や拡張解釈の手段右ごと
civilis''の完全無欠性を証明するために例題を設けて，法典の中から何等かの
⑪
法規を弓|き出して解決した。このようにして，註釈学派はi1Corpusiuriscivi-
⑫
1is〃を完全な法典として復元させたのであり，必ずしも「ピサの写本」がＩ鳥
然に発見された動機によるものではない。「ピサの写本」の利用は， たしか
非常にの重要な部分を権威ある版木に復元するうえに，に『ローマ法全書」
大きな役割を果したことは事実である。 然しこの写本が発見されなかったと
ユ帝法典の種点の要素が次第に復元された筈である。 註釈学派によ
［で使用する
しても，
って作成された「ポローニア教典」（BologneseVulgate）は，学校で使用す
ために編纂したものであるが，歴史的には『ピサの写本』に劣らない権威を
もっている。例えばユ帝のI1Novellae1'をイルネリウスは『ユリアヌス摘要書』
㈹
(EpitomeJuliani）からでIまたぐ，二帝の命令によってイタリアに公布された
と言われる一層正確な『追加勅令撮要』（Authenticum）から引用して，１１N＄
vellae〃の原文を編集するという優れた方法をとっている。
例ものの批半Ｉ的調査研究力:註釈学派の主要な任務であった。
まことに原典その
彼等にとって，ユ
スチニアヌス法典は正に聖典であり，
あった。
一切の演縄が出発する権威ある源泉で
如何なる場合にも原典の弁証法的分析をなすことによって，註釈学派は，
イタリアにおけるローマ法の諸相（戸倉 広）４７
イアの純粋のユ帝法をできるだけ完全に復興させることを目標とした。パヴ
法律学校に於けるが如き， ローマ法の要素とゲルマン法の要素とを混合させ
るようなことは無くなった。Irneriusを初めとしてPlacentinus，AzqAccursius
あたかもユスケニアヌス帝が尚おイタリアを支配して，等の碩学は， 一切の
，彼等
うにな
紛争をその法廷で解決すべきものの如<に推論している。 これがため，
Iエユ帝法典を詳細に研究し， あらゆる部分について完全に通暁するよ
彼等は法典の各章の標題によって条文を引用し， 時にはこれに関連すつたｃ
る特別の著作を参照させる方法をとった。 例えば，何人も返還請求訴権(c←
盗人以外の第三者からはその財物を取得するndictio）の手続によって， こと
Iまできないという規定を立証するのに，彼等は「Digestaのusufructuariusque-
madmodum（用役権者はどのようにすべきか）の部分の最後の法文」 というよう
，９，１２．とこれは近代の引用法に従えば， わかり易くI1Digesta"Ⅶ，に記した。
記すところである。このような記述方法は， 註釈学派の博士達が應大な量の
の各章の標題全体について如何に精通していたかを示I1CorpusiuriscivUis〃
倒
宮ずしのである。
当時の世界思潮は， スコラ哲学が意図した権力集中の容認と聖書の宗壁件
一切の現実問題が解決されるとい う思考に立っていた。註釈学派を信じて，
の学者達もこのスコラ的世界観に立って，I1Corpusiuriscivilis''をあたかも
聖書の如く絶対完壁な経典と信じた。 それ故これを復興し，あたかもユ帝が
尚お君臨するが如き中央集権制のもとに実施することを思考した。 それ故，
彼等はⅥCorpusiuriscivilis〃を再び現行法典として権威あるものにするた
め，先ずその手段として，『勅令集』に神聖ローマ帝国皇帝の命令を抜華し
㈹
て挿入しようとさえもした。然しこの点は十分に成果をあげることｶﾐできな
かつた。と言うのは，当時イタリアに施行された命令は，必ずしもユ帝の編
蕊した法律とは性格を同一にするものではなかったからである。それにして
屯，ポローニア大学の教授アックルシウス
inaria〃（標準註釈書）は'１Corpusiuriscivilis〃
ク シウス（Accursluso＋1260）のmG1ossaord-
の各部門に互って過去150年間
権威あるものとしてに出た諸註釈と自身の註釈とを克明に編輯したもので，
918
（I、
高く評価され広<禾Ｉ用されﾌﾟﾋﾆ。
ローマ法の目的とする法典編纂の気運を起こさせなお註釈学派の影響は，
た。その一つとして現れ７
れた『アマルフィ法典」（
リアの有名な海港都市におとして現れたのが，イタ
『ア フィ法典」（AmalfianTal
いて編纂さ
Tables）である。然しこの法典は不完全で
あったので，これに代ったものが『中世イタリア海法典』（Consolatodelma-
㈱
re）である。この法典は，1096年の第--十字軍より以前にピサかバノレセロナ
かの何れかの都市で編纂された海法典である。『アマルフィ法典｣と同様にロ
－マ法に立脚して編纂された海法典であり， その内容は船舶所有権，船員と
立権，等で近世国際法の一法源船荷，海難救助，共同海損，戦時ｌ
となっている。尚おこれらの外に，
戦時における中立権，
ローマ法の影響を受けて発達した教会法
1148年に教書集i1DecretumGratiani〃ポローニア大学教授Gratianusが，を， と
して編纂したのを初め，
（Corpusiuriscanonici）
次から次へと教会法が編纂されて遂に『教会法全書」
が完成するのも， 註釈学派の影響によるものである。
然し， 彼等が思考したユスチニアヌス法典を現行法として施行するためには，
これを其の時代に適するよ うに改正する必要があった。ところが註釈学派は，
ひたすらユ帝法典を復元させるこ と仁忙殺されて，これを時代化させるまで
この使命を果たすものが彼等の後継者たる後期註釈学派には至らなかった。
の業績である。
G9Vinogradoff・RomanLawinMediaevalEurope.ｐ､５８.戸倉訳『欧羅巴中世の
法律思潮』（中世ヨロツパのローマ法）７４頁。このbrocardicaの方法はスコラ哲学の
方法論に基づくものである。
⑳栗生武夫箸『法の変動』105-107頁。
⑨船田亭二箸
gny，Geschichte
⑫1138年ドイ
『ローマ法』第一巻510-11頁。栗生署，前掲書107,278頁。 Savi-
desrOmischenRechtsimMittelater,BdlV.s,11.
1138年ドイツ皇帝ロタールニ世は，南イタリアを征服した際，正服した際，古都アマルフイ
これを帝の同盟都市たるピサに於て戦利品の中にi1Digesta"の完全な写本を発見し，
に寄贈した。 ピサの学者達は喜んでこのものについて研究を始めた。 そのためロ_
マ法が復興したと言われていた。 然しこれが誤りであることはサヴィニーが実証し
イタリアにおけるローマ法の諸相（戸倉広）４９
犬（Savigny､id・Ｂｄｍｓ､３５)。
ので、フローレンスに移管ざ
ピサの写本は1406年フローレソスがピサを征服した
され，現在は『
nuscript）と称せられる。拙著『羅馬法のｉ
Ｉ⑬ユ帝のI1Novellae〃を引用する場合は，
後に私撰した『ユリアヌス摘要書』（Epitol
フローレンスの写本』
世界史的使命』６４頁。
(F1orentinema-
当時までは一般に125の勅令を帝の段
meJuliani）を用いていた。ローマ法復
興に主要な役割を演じた『ペトルスのローマ法摘要書』（ExceptlonesPetri）さえ
もそうであった。
`卿Vinogradoffid．ｐp､57-58.戸倉訳，前掲書.72-73頁。
,㈹Vinogradoff、ｉｄ･ｐｐ､59-61.戸倉訳，同76-78頁。アツクルシウス編輯の'１G1－
ossaordinaria"は註釈学派の業績を総括したものとも見られる大作である。 これに
よって彼等の学風を知ることができる。
oｆＲｏｍａｎＬａｗ（transLbyPrichardandNasmitb).ｐ､138．
ofRomanLaw.§628；Sohm・ｉｄ.p､138；船田，前掲書，
.⑯Sohmlnstitutes fRomanLav
`㈹Ortolan、History manLal
519頁。
綱Morris，ＨｉｓｔｏｒｙｏｆＬａｗ.§､229．
スとジェノアの両都市は早くもこの
て採用した。Sherman，ＲｏｍａｎＬａｗ
中世イタリアに於ける海上の二大勢カヴェニ
こ MConsolatodelmare〃を己が都市の法典とし
LawintheModernWorld，vol.I.§２１４．
後期註釈学派(Post-Glossatoren）Ⅵ
註釈学派はユ帝の法典を唯一最高の権威あるローマ法典と見倣い これを
復元させることに専念した。当時「卑俗ローマ法」が行われていたので，
を復興させた功績は賞議すぺきである。然し彼等はこIlCorpusiuriscivilis〃
れを復元させるために余りにも汲汲として他を顧みるいとまがなかった。 そ
とを怠ったと言うよりは，現実の法律がのため現実の法律生活を観察するこ
これを考察することは目的とする純粋のローマ法卑俗ローマ法であるため，
と同時にスコラ的世界観に立つが損われると考えて意識的にこれを避けた。
また唯一絶対的な権威を信奉する思想によって， 地方的な勢
たI1Corpus
て，集権的な，
力または地方的慣習法を排除する傾向があったとも見られる。 ま
ローマ法発達の歴史を考察しなけiuriscivilis〃に註釈を施すためには， 当然
釦ればならない筈であるのに， 歴史的研究をなすことは却ってユ帝法典を把握
するのに障害となると思考したらしく，註釈学派の学者達はことさらに歴史
倒
的研究を避け，全く歴史lこ無知であった。彼等は歴史的研究を怠ったと言う
よりは，むしろ歴史的研究によってユ帝法典から逸脱することを警戒したと
剛
言うべきである。この学風を改めて，ローマ法を生きた法律として，時代lこ
適応させることに力を尺したのが後期註釈学派（Post-G10ssatoren；Comment-
5D
atoren）である。
第十三世紀半頃から始まり後期註釈学派は， イタリアを中心として第十
五世紀末まで約二百年間継続する。 この学派は偉大な碩学バルトルス(Bart－
点「パルトルス学派」（Bartolisten）と
パドゥヴァ，パヴィア，ペルーヂア等
01us,1314～57）によって代表され，屡
も呼ばれる。この学派はポＰ－ニア，．
の大学に於て甚だ隆盛を極めた。彼等の研究方法は，註釈学派の業績を継受
しながら，しかもその欠点を補完することを目的とした。それ故，復元され
たユ帝法典の上に，スコラ哲学の演緯法を適用して法律体系を建設し，生き
⑫
た法律，実用可能な法律を作成することに努めた。G1ossatorenのi1Corpusiu-
riscivilis〃の研究は純粋科学であったが，Post-Glossatorenの業績は応用科学
⑬
的色彩をもつようになったとも言える。’１Corpusiuriscivilis''の応用化とは，
ローマ法の実用化であり，
た。当時のイタリアの情：
実用化とはローマ法の時代化であり民族化であっ
リアの情勢は，一面においてロンバルド族とローマ人とを融
合する国民的運動が拾頭しつつあった。 ダンテやペトラルカ或はポッカチオ
等が国民文学を創造したのに対して， 後期註釈学派のキヌス（Cinus，127仏
1336）やパルトルス或はパルヅス（Baldus,1327-1406）は，ローマ法とロ
⑬ノレド慣習法及び教会法を調和させて国民的法律学を倉Ｉ造した。
コノノミ
キヌスはフランス各地の大学に学び， フランスの学者から影響を受けると
ころがあった。当時フランスはイタリアと異なり，各地に'慣習法が強く行わ
註釈学派が復元したローマ法の理論を以って慣習法を取扱うれていたので，
新しい法学研究が起りつつあった。 キヌスはその影響を受けて，八はその影響を受けて，イタリアの
殊にアックルシウスのI1G1ossaord-学者達が殆ど無批判にG1ossatorenの著作，
イタリアにおけるローマ法の諸相 (戸倉広）５１
㈱
して尊重するのを非難しﾌﾟﾋﾆ。unaria〃を金科玉条と キヌスは，現実の社会に適
用する新し↓ ､法律として， ローマ法の時代化と民族化とを計り，，以って国民
同時に詩人と|的法学の樹立を思考した。彼は法律学者と して優れていたが，
しても名声を馳せ， ダソテとの親交も厚く， またペトラルカやポッカチオは
彼の門人であった。しかし彼が法学の門弟としてパルトルスをもつたこと
勘Ｉは，彼が目的としたローマ法の現行法化を完成する上Iこ非常に幸であった。
バルトルスは，卓越した講義と著作によって華食しい活躍をなし，法学の指
倒
導者，立法の王，法の明星，等を最大の讃辞が与えられた。（'レトルスの法
学上の偉大な業績は， 恩師キヌスの力に負うところは多いが彼は更に恩師の
の全般に互って通暁して彼はMCorpusiuriscivilis〃学問を一層大成させた。
いたばかりでなく，教会法にも精通すると共にロンバルドの諸都市法を究明
した。まことにパルトルスの学問は広く且つ深いもので，生きた法学を樹立
する原動力となった。 彼の 『ローマ法全書註解書」 (Commentarius）は全三一
シバに尊重されたが， 特にイスパニア及びポルトガルに於て一時制定法と,ロ
して施行されたほど権威あるものであった。 フランスでも彼の意見は非常に
良き裁判の判決を「パルトルスの如く判決した」（r6solucomme
㈱
という僅諺が出来たほどである。パルトノレスの権威はPost-G1os-
尊重され，
unBartole）
satorenの名声を高め，「この学派に属しなければ良い法律家ではない」（nemo
㈱
bonusjuristanisiBartolista）とまで言われた。彼の存在I土正に世界的であり，
彼は菅にイタリアの国民的法律法制史的に見るならば無比の学者であった。
ドイツにローマ法が継受され， ドイツ普通法が作を創造したばかりでなく，
⑪
ilﾌﾟiiされる原動力となった。 また彼の門弟バルヅスはポローニア， ペルージァ，
パドァア等の北イク リアの各大学においてピサ，プロ・
教鞭をとり，
プローレンス，パヴィア，
この学派の普及に大きな功績を残した。 彼は記`億力が優れ， 才
国政にも参与した知に富んでいたので震を外交使節と して活躍すると共に，
－マ法に実効性を与えること後期註釈学派が大成した近代ロ が大きか
ローマ法
ので，
㈱
っﾌﾟﾋﾆ。 実際生活に適用する法律として，かくて Post-G1ossatorenは，
更にこれを時代思潮と民族性と新興都市の都市法と教会法の三者を融合し，
5２
一マ法を雛－筒の新しい法律体系として近代ロに適合するように構成して，
ローマ法の実質を其の時代その民族に造したのである。極端に言うならば，
世界の何れの民族適するように註釈したのである。それ故近代ローマ法は，
にも適用し得る性格を得て，イエーリングの言う「ローマは世界を三度征服
⑬
した」の「三度目の法律による世界征服」をなし遂げﾒﾆのである。
卿原田慶吉箸『ローマ法』３９頁。註釈学派の仕事は体系的研究を欠き,歴史に通
ぜずとの非難を免れない。「ユスチニアヌスはキリストの生誕時に支配していた」
という註釈すらも見える（岩波，法律学辞典，第四巻，2818頁.原田慶吉執筆)。
栗生武夫署『法の変動』84-85頁。⑱
6， GeschiFhtedesr6mischenRechtsimという名称はSavigny，Post-G1ossatoren
その業績を高く評価しなかっMittelalterの中でGlossatorenの単なる継承者として，
然し近代ローマ法の形成という点に於て，たために用いた言葉である。 その業績は
そのためPost-G1ossatorenの名称を避けてCommentat-高く評価されるべきである。
と称する学者もいる。oren（註解学派）或はBartolisten]artolisten（パルトルス学派）
(顧問法学派）と称している。
ラート
ブルフはKonsiliatoren
⑫原田慶吉箸，前掲書，３９頁。 彼等が主として対象としたものはAccursiusの
ordinaria〃であった。船田亭二箸IIG1ossa ｢ローマ法』第一巻。 522頁。
⑬高柳賢二箸『法律哲学原理』483頁。
② ダンテは文人としての糸ならず， 政治家としても大いに活躍し， 国民的運動を
またl1Demonarchia〃 (帝政論）を書いて教会から国家の独立を堤唱し鼓吹した。また'１[
ているの染ならず，
（新生）を書いた。
国民的言語としてのイタリア語を以って名作1iLavitanuova"．
ペトラルカもまたその代表作I1Conzoniere〃（詩集）を初めと
して幾多の叙事詩をイタリア語で書いている。 ポッカチオもI1Filoco10〃（恋愛小
説）を初めとして主要な作品はイタ リア語で書いている (新潮世界文学小辞典土;よ
び岩波，
田ＳＯＩ
田ｏｒ
6カｓa､
西洋人名辞典による)。
lnstifIl↑eｓｏｆＲｏｍａｎ ＬａｗＰ,141．
Ｌａｗ．§628．
ColquhounSummaryoftheromancivil］ａｗ，
Sohm，
Ortolan，
Savigny．
ＨｉｓｔｏｒｙｏｆＲｏｍａｎ
ｉｄＢｄ.ns.50；
§､168.なおペトラルカはキヌスの死去に際して哀悼の意を表する詩を書いている。
6s船田亭二箸『ローマ法』第一巻。520頁。
５９Sherman， ＲｏｍａｎＬａｗｉｎｔｈｅＭｏｄｅｒｎ World、vol．Ｉ．§219.フランスに於て
イタリアにおけるローマ法の諸相 (戸倉広）５３
Iま第十六世紀に人文学派が出現するまで何等の批判はなかった (Sohm・ｉｄＰ､151)。
船田，前掲書，521頁。御⑪
㈹
㈹
Sohm，ｉｄ．ｐ,１５１．
Colquhoun，ｉｄ．§157； Savigny,idBd,1V.s､55`
lheringDDer Geistdesr6mischenRechts． ＢｄＬｓ,1.
Ⅶその後の余録
後期註釈学派によって， リアには国民的法律が生染出されたが，イク 政治
的には一応神聖ローマ帝国の圏内にあって， 多くの公国や侯国に分裂してい
ツテルニヒが言うが如く単なる地理的表現にすぎなて何等の統一がなく， 〆
って大成された近代ローマ法の国民的統一要素かつた･ Post-G1ossatorenによ
然し幸にも第十八世紀に入り，し次第に失われようとした。 フランスのブル
ボン王朝の編纂した諸法典の刺激を受けて， イタリアに於ても現行法を法典
化しようとする企図が二三の小国の間に起った。例えばサヴォイ王国やシシ
例
リア王国，またIエモデナ公国やトスカナ公国のｶﾛきである。然しイタリア全
±にわたっての統一法典の編纂は， ヴィコ（Vico,1668-1741）やペッ カリア
然るに(Beccaria,1738-94）等の主張にもかかわらず容易に実現しなかった。
ナポレオンが神聖ローマ帝国の勢力を一掃してイタリアの支配権を獲得する
㈲
や，自己の編纂した『ナポレオン法典」を施行した。ここlこおいて往時の小
全イタリアが『ナポレオン法典』を遵守する国分立時代の法が廃止されて，
誉ってユスチニアヌスが全イタリ アに統一法典を施行してかことになった。
初めてイタリアは統一法典を享受し得る恩恵を受けるら十二世紀間を経て，
フランスと関係を絶った後も長く且つ強く記憶ことになった。この便益は，
されたのである。
リアの支配
して．オー
レオンの失脚によって， イタリアは再びオースト1815年のナポ
月および1848年２月の両革命を契機として，1830年７下におかれたが，
とする気運が高まイタリア国家を建設しようリアの支配力を排除して，スト
5４
一ル，ガリバルヂ等の努力によって，サルヂニア王国
にイタリア王国が1861年に建設された。そして1866年
」が公布されたが，これはローマ法的フランス法であ
から多くの法規を採用し，且つこれを模倣して編纂し
った｡マッチニ，カヴール，力
のサヴォイ王家のもと
には『イタリア民法典』 公打
る『ナポレオン法典」
㈹
ﾌﾟﾋﾆ優秀な法典である。 民法典以外の諸法典も整備さ新国家の成立によって，
れ，1866年に民事訴訟法典，1883年には商法典，1890年には刑法典および刑
事訴訟法典が実施され，イタリアは立派な法治国家となった。何れにしろ，
イタリア法はローマ法的イタリア法（Roman-Ltalianlaw）で，ローマ法が第
19世紀のイタリア的服装を着用したのであり，正にPost-G1ossatorenの近代ロ
㈱
－マ法力:其の使命を果したものと言うことができる。
Sherman，RomanlawintheModernWorld､vol．Ｉ．§251.卿㈹
この法典もまた其の中にローマ法の要素を多分に含糸， 且つローマ法の精神に
id．§§.254,257立脚して編纂されたものであることは言うまでもない（Sherman，
-8)。
㈹Sherman，ｉｄｐｐ､215-217。
あとがき
西ローマ帝国滅亡後のイタリアは，ゲルマ ｿのオドアケルによって支配さ
法生活は何等の変化を見ず，れたが， 従前のローマ法が行われていた。 その
後を同じゲルマン民族の東ゴート族が王国を建設したが，彼等はローマ人の
ためにllEdictumTheodorici〃を編纂した。このものはゲルマン蛮族化したロ
ーマ法，即ちIegesromanaeBarbarorumで，いわゆる卑俗ローマ法r5misches
VuUgarrechtであった。
れ，帝の編纂した１１（
その後まもなく東ローマ皇帝ユスチニアヌスに征服ざ
纂した'１CorpusiuriscivUis〃が施行された。この法典はビザソチ
ｿ化されたローマ法であり， 第６世紀の東帝国法の性格が多分に含まれ， 古
典ローマ法とは相当色彩を異にしたものである。 ユ帝の硬後間もなくロソバ
を津設した、ロンバルドはルド族が北イタリアを中心としてロンバルド王国を建設した。
イタリアにおけるローマ法の諸相（戸倉広）５５
公法の部門は徹底的な改革を断行したが， 私法の面では殆ど何等為すところ
ニンナ等の東帝国の旧領を拠点として，なく放置しておいた。 そのためラヴ
ｿ式ローマ法が行われていた。 しかしこの法を簡単な抄依然としてビザソチ
略本に作成して教授するという所謂ピザソチソ式教育が行われていたので，
然しそれにしてもこの間にユ帝が施行古典ローマ法は益々衰微した。 した
とは幸であった。これが註釈l1Corpusiuriscivilis''が各地に温存されていたこ
更に後期註釈学派が時代精神と民族性を吹き込んで，学派によって復興され，
「時」と「所」と「人」
そのため，以後のイタ！
とを超越して適用される近代ローマ法を大成した。
ローマ法と民族的慣習法と教会法とを融合リア法は，
統一した法として完成されるのである。
